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マイナンバーカード

おもて面

なりすましはできません。
顔写真入りのため、対面
での悪用は困難です。

マイナンバーを見られても
悪用は困難です。
マイナンバーを利用する
には、顔写真付き身分証
明書等の本人確認が必要
となるため、悪用は困難
です。

電子証明書を使用するた
め、オンラインの利用に
はマイナンバーは使用さ
れません。

プライバシー性の高い
個人情報は入っていま
せん。
ICチップ部分には、税や年金
等の個人情報は記録されま
せん。

うら面

よくある疑問 マイナンバーカードの安全性

プライバシー性の高い対策

紛失・盗難の場合は、24時間365日体制で

一時利用停止可能

アプリ毎に暗証番号を設定し、一定回数間違

えると機能ロック

不正に情報を読みだそうとすると、ICチップ

が壊れる仕組み

持ち歩いても大丈夫‼

　マイナポイント第 2 弾も 9 月末で終了となり、取得する人が増えているマイ

ナンバーカード。皆さんは、もう取得されましたか。便利になると同時に心配な

のが安全性。個人情報が入ったカードを持ち歩くのは、とても不安です。

　しかし、マイナンバーカードには、さまざまな安全対策が施されており個人情

報が漏洩しないように作られています。

お問い合わせ先　町住民環境課マイナンバーカード普及推進室　(担当・田辺憲虎) 　☎32‐6703

持ち歩き方

普通に持ち歩いていいの？

ええんじゃよ。キャッシュカー
ドの感覚が近いかの。失くさな
いようにするのじゃよ！

提示方法

銀行や勤務先等でマイナンバー
の提示を求められたら、どうす
ればいいの？

おもて・うら両面を見せるのじゃ。

じゃあ、レンタルショップ等で本
人確認書類として使うときは？

おもて面を見せるのじゃ。その
際、うら面のマイナンバーは見
られても大丈夫じゃが、マイナ
ンバーを書き留めたり、コピー
をとることはダメなのじゃ。

暗証番号

暗証番号を友達に教えても大丈夫？

キャッシュカードと同様、他人に教
えてはいけないのじゃ。暗証番号
は、マイナンバーカードを利用する
ために必要で大事なものじゃよ。

SNSへカードの画像を投稿

こんなに安全なら、カードを自慢して
も大丈夫？

マイナンバーを誰かに知られて
も大丈夫なように安全対策は施
されているが、不特定多数の目
に入る場所への投稿は禁止され
ているのじゃ！

9月 1日付け
で、

町住民環
境課内に

マイナン
バーカー

ド

普及推進
室が

設置され
ました‼

マイナンばあちゃん

マイナちゃん

わしが
答えるのじゃ！

教えて！
マイナンばあちゃん

お問い合わせ先　町まちづくり推進課　(担当・浅妻)　☎32‐6701

地域あいあい

ほっとミーティング

中学生
高校生 編

　地域あいあいほっとミーティング ( 中学

生・高校生編 ) を、8 月 9 日と 19 日に町

役場で開催しました。

　この取り組みは、町の次世代を担う中高

生が町長との直接対話を通して、現状や課

題の共有、意見交換等を行うもので、今後

のまちづくり施策に反映することを目的に

開催しました。

　8 月 9 日に開催した中学生編には、美

浜中学校の 3 年生 14 名が、19 日の高校

生編には、二州管内の高校に通う 2･3 年

生 11 名が出席し、町からは町長や副町長、

教育長のほか、各課の職員が出席して中高

生との意見交換を行いました。

　中学生編の意見交換では、生徒らが小学

5・6 年時に行った探究活動 ( 美浜の未来

新聞の製作等 ) を掘り下げながら、観光や

移住定住振興策、原子力災害時の避難等の

議論が深められ、高校生編では、空家活用

や里山の保全のほか、ウクライナ支援に関

すること等、幅広い議論が行われました。

( 関連第 29 頁 )

■中学生編の意見
▶自然を利用したイルミネーションの実施

▶水晶浜周辺の開発を

▶原発の避難経路を若い世代にもしっかり周知を

▶使っていない学校の校舎を活用したホテルの整備

▶子どもたちによる砂浜清掃を実施してみては

▶海釣りの人たちのために駐車場を増やしてみては

▶レインボーラインの山頂に遊び場を作ってみては

▶何が釣れるかを記した釣りマップを作成してみては

▶美浜 1 日旅行プランを作成してみては

▶山を利用したアスレチックを作ってみては

▶海や湖を利用したウォーターパークを作ってみては

▶空家を利用したシェアハウスの整備

▶地元の食材を活用したレストラン・カフェの整備

▶パラグライダー等で美浜を満喫できる場所を

■高校生編の意見
▶ドッグランの整備

▶インスタ映えするスイーツや料理を提供する飲食店を

▶男女の出会いの場を提供し、地域の活性化を

▶ウクライナへの支援について

▶空家カフェの実現に向けて

▶キャンプ場等を整備し、里山の保全と利活用を

▶田んぼアートを活用した観光の強化

▶ 18 歳以下の子どもがいる家庭にとって魅力的なまちづくりを

▶観光客増加に向けたまちづくりを
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美浜発電所の状況について美浜発電所の状況について

美浜1号機 廃止措置中(平成29年4月19日～)

美浜2号機 廃止措置中(平成29年4月19日～)

美浜3号機 第26回定期検査中(令和3年10月23日～)

関
西
電
力
㈱
美
浜
発
電
所

3
号
機
が
起
動
し
ま
し
た

　

昨
年
10
月
か
ら
第
26
回
定
期
検
査
を
実

施
し
て
い
る
美
浜
3
号
機
で
は
、
7
月
に

｢

特
定
重
大
事
故
等
対
処
施
設｣

が
完
成

し
、
運
用
を
開
始
し
て
い
ま
す
。
8
月
30

日
に
は
、
原
子
炉
を
起
動
し
、
9
月
1
日

か
ら
定
期
検
査
の
最
終
段
階
で
あ
る
調
整

運
転
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
9
月
26
日
に
総
合
負
荷
性
能
検

査
を
実
施
後
、
本
格
運
転
を
開
始
す
る
予

定
で
す
。

　

今
月
号
で
は
、
定
期
検
査
の
主
要
な
作

業
工
程
や
発
生
し
た
ト
ラ
ブ
ル
事
象
等
に

つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

︻
主
要
な
工
事
・
検
査
︼

・
原
子
炉
照
射
試
験
片
取
出
工
事

・
原
子
炉
格
納
容
器
供
用
期
間
中
検
査

・
電
気
配
線
貫
通
部
改
良
工
事

・
格
納
容
器
サ
ン
プ
水
位
計
取
替
工
事

・
Ａ
所
内
変
圧
器
取
替
工
事

︻
発
生
し
た
ト
ラ
ブ
ル
事
象
︼

①
Ａ
封
水
注
入
フ
ィ
ル
タ
蓋
フ
ラ
ン
ジ
部

か
ら
の
水
漏
れ(

※)

②
Ａ
ア
キ
ュ
ム
レ
ー
タ
圧
力
の
低
下

※
対
策
と
し
て
、
漏
え
い
防
止
及
び
機
器
の
動
作
不
良
防

止
の
観
点
か
ら
、
起
動
試
験
時
の
現
場
点
検
を
強
化
。

下
記
工
程
の
と
お
り
、
美
浜
3
号
機
の
プ
ラ
ン
ト
の
状

態(

系
統
の
温
度･

圧
力)

に
応
じ
て
、
追
加
で
3
回

点
検
を
実
施
。

【定期検査作業工程】

①Ａ封水注入フィルタ蓋フランジ部からの水漏れ

　1 次冷却材系統の漏えい確
認のため、同系統を昇温・昇
圧していたところ、原子炉補助
建屋内のＡ封水注入フィルタ蓋
フランジ部から約 7 ㎥の水の
漏えい ( 放射能量：約 220 万
Bq( ※ )) が確認されましたが、
本事象による環境への影響は
ありませんでした。
　調査の結果、前回定期検査
での当該フィルタ取替工事に
おいて、フランジ部のボルトを
締め付けるトルク値 ( 締付力 )
の誤った数値が作業要領書に
記載されており、本来よりも低
い値でボルトが締め付けられ
ていたことにより、フランジ部
漏止め用の Oリングから水漏
れが生じたと推定されました。
　対策として、すべての工事発
注において作業要領書を工事
実施前に確認する運用とする
とともに、美浜 3 号機のプラ
ントの状態に応じた現場点検
等が追加で実施され、異常が
ないことが確認されました。

6Ａ封水注入フィルタ蓋フランジ部からの水漏れの事象概要

○ 定期検査中のところ、８月１日に「封水注入流量低」警報が発信
○ 現場確認の結果、原子炉補助建屋内の封水注入フィルタ※１室付近の床面に水溜まりを発見

○ 漏えいした水は、封水注入フィルタ室の目皿に流入し、原子炉補助建屋サンプ※２に回収（約７m3 ）しており、

建屋外部への漏えいはなし

（漏れた水の放射能量は、保安規定における年間管理目標値の約１万分の１以下）

○ A封水注入フィルタの外観点検を行った結果、フィルタ上部の蓋フランジ面からOリングがはみ出していることを確認

※２:原子炉補助建屋内の系統内外で生じた漏えい水等を集めるために原子炉補助建屋の最下部に設置しているタンク。

3-1

※１:１次冷却材ポンプ内の水が主軸に沿ってポンプ外部に流出しないようシール水を注入しており、その水を浄化するもの。２系統（A,B）あり。

＜系統概略図＞

タービン

蒸気発生器

加圧器

１次冷却材
ポンプ

循環水

ポンプ

発電機

復水器

原子炉容器 取水口から

放水口へ

主給水

ポンプ

原子炉格納容器

水漏れ発生

（Ａ封水注入フィルタ蓋フランジ部）

1次冷却材ポンプ

Ｂ

充てん／高圧

注入ポンプ（Ａ、Ｂ）

封水クーラ
№１シール

戻り

№１シール

供給

№３シール

戻り

№３シール

供給
封水注入

フィルタ

入口弁出口弁

原子炉補助建屋原子炉格納容器

原
子
炉
容
器

蒸
気
発
生
器

加
圧
器

冷却材

脱塩塔

原子炉補助建屋

サンプ

Ａ封水注入フィルタ付近にある目皿

から原子炉補助建屋サンプに約７m3

の水が回収されていることを確認

Ａ

体
積
制
御

タ
ン
ク

ＡからＢの系統

に切り替え、
水漏れは停止モータ

〇漏えい防止

・ 可搬型赤外線サーモグラフィを用いた微小な漏えいに着目した点検

・ フランジ部、接合部等のシール部分に対し、ふき取り布を用いた微小な

  漏えい確認も含めた点検

〇機器の動作不良防止

・ 弁の動作を制御する電磁弁について、電流値を測定して異常がないことを確認

＜現場点検における確認項目＞

↑ 発電所幹部による点検前
の意識付け

↑赤外線サーモグラフィやふき取り布を用いた現場点検の様子
※ 保安規定で定める年間放出目標値

の 1 万分の 1 以下

令和 3 年 令和 4 年
10 月 11 月 12月～6月 7 月 8 月 9 月

原子炉容器開放・組立

燃料取出・装荷

1 次系ポンプ・弁点検

起動試験他

調整運転

A 所内変圧器取替工事

原子炉照射試験片取出工事

原子炉容器供用期間中検査

高エネルギーアーク損傷対策工事

格納容器サンプ水位計取替工事

特定重大事故等対処施設
設置工事

開放 組立

取出 装荷

8/1
A
封
水
注
入
フ
ィ
ル
タ
蓋

フ
ラ
ン
ジ
部
か
ら
の
水
漏
れ
①

▲
8/21

A
ア
キ
ュ
ム
レ
ー
タ

圧
力
の
低
下

②

▲
8/19
現
場
点
検
1
回
目
／
原
子
炉
起
動
前
昇

温
・
昇
圧
中
／
実
施
範
囲
:
原
子
炉
格

納
容
器
・
海
水
ポ
ン
プ
エ
リ
ア
等

▲
8/27
現
場
点
検
2
回
目
／
原
子
炉
起
動
前
昇

温
・
昇
圧
後
／
実
施
範
囲
:
原
子
炉
格

納
容
器
・
原
子
炉
補
助
建
屋

▲

9/5
現
場
点
検
3
回
目
／
定
格
熱

出
力
一
定
運
転
到
達
後
／
実

施
範
囲
:
タ
ー
ビ
ン
建
屋
等

▲

9/1
発
電
開
始

▼

9/26
本
格
運
転

開
始
予
定

▼

実績： 予定：

10/25

設
置
期
限
▼

7/28

運
用
開
始
▼

②Ａアキュムレータ圧力の低下
　1 次冷却材系統の昇温・昇圧を実施していた

ところ、中央制御室において ｢ Ａアキュムレー

タ圧力低 ｣ 警報が発信し、保安規定で定める基

準 (4.04MPa 以上 ) を一時的に下回っている

こと ( ※ ) が確認されました。

　現地を確認した結果、安全弁に打痕が確認さ

れ、当該弁近傍で足場設置等の作業が行われて

いたことから、資機材が接触したことによるも

のと推定されました。

　対策として、当該弁の手入れや漏えい検査等

を行い、健全性を確認したうえで復旧するとと

もに、安全弁への接触に関する注意事項を工事

仕様書に反映しました。

原子炉冷却材喪失事故等の発生

１次冷却材の圧力＜アキュムレータの圧力

ほう酸水を１次冷却材へ注入

1 次冷却材系統

〈アキュムレータの機能概要〉

※ 同日中に保安規定を満足する状態に復帰
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シ
リ
ー
ズ
137

環
境

美
浜
の

environment

シ
リ
ー
ズ
152

お問い合わせ先　町住民環境課　(担当・志賀) 　☎32‐6703

　海洋プラスチックごみによる環境汚染は地球規模で広がり、世界的な課題となって

います。本町にも、毎年大量のプラスチックごみが漂着し、処理に苦慮しています。

　この課題を解決するため、町の環境基本計画では ｢ みはま 美しい浜・海・湖のクリー

ンプロジェクト ｣ を重点施策の１つに掲げ、町民やみはま応援クルーとともに取り組

む｢美しい浜プロジェクト｣を実施しています。さらに、陸上から排出されるプラスチッ

クごみの削減に向けた取り組みとして、ごみスマートチャレンジ事業を実施します。

みはま 美しい浜・海・湖の
　　　　　　　クリーンプロジェクト

第二次美浜町環境基本計画　重点施策2

封
水
注
入
フ
ィ
ル
タ
か
ら
の

水
漏
れ
に
つ
い
て

(

関
西
電
力
㈱)

第
２
１
3
回
美
浜
町
原
子
力
環
境
安
全
監
視
委
員
会
を
開
催

8
月
22
日
に
、
第
２
１
３
回
美
浜
町
原

子
力
環
境
安
全
監
視
委
員
会
を
、
関
西
電

力
㈱
美
浜
原
子
力
Ｐ
Ｒ
セ
ン
タ
ー
で
開
催

し
ま
し
た
。

　

今
回
の
委
員
会
で
は
、
事
務
局
か
ら
発

電
所
の
周
辺
環
境
へ
の
影
響
等
に
関
す
る

福
井
県
原
子
力
環
境
安
全
管
理
協
議
会
の

報
告
内
容
に
つ
い
て
説
明
し
ま
し
た
。
そ

の
後
、
関
西
電
力
㈱
か
ら
美
浜
1
・
2

号
機
の
廃
止
措
置
状
況
や
美
浜
3
号
機
の

定
期
検
査
に
お
い
て
行
っ
た
主
要
な
工
事
、

封
水
注
入
フ
ィ
ル
タ
か
ら
の
水
漏
れ
等
に
つ

い
て
説
明
を
受
け
た
後
、
発
電
所
構
内
へ

移
動
し
、
安
全
性
向
上
対
策
工
事
の
概
要

や
廃
止
措
置
工
事
の
進
捗
状
況
等
を
確
認

し
ま
し
た
。

　

委
員
会
で
の
主
な
質
疑
は
、
次
の
と
お

り
で
す
。

問
1

　
　
　
　

協
力
会
社
が
作
成
し
た
要
領
書

の
締
付
ト
ル
ク
値
に
誤
り
が
あ
り
、
フ
ラ

ン
ジ
部
か
ら
の
水
漏
れ
が
生
じ
た
。
対
策

と
し
て
、
工
事
実
施
前
の
要
領
書
確
認
を

徹
底
す
る
と
い
う
こ
と
だ
が
、
こ
う
い
っ

た
事
象
が
再
発
す
る
こ
と
を
防
ぐ
た
め
、

確
認
作
業
が
形
骸
化
す
る
こ
と
が
な
い
よ

う
、
徹
底
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
　
　
　

当
社
と
協
力
会
社
が
行
う
さ
ま

ざ
ま
な
活
動
の
中
で
、
特
に
ト
ル
ク
値
等

の
規
定
値
に
つ
い
て
は
、
都
度
、
こ
の
数

値
で
良
い
か
と
い
う
問
い
掛
け
を
継
続
し
て

い
く
。

答
1

↑ 関西電力㈱から説明を受ける委員

↑ 美浜 1･2 号機のタービン建屋を確認する委員

　
　
　
　

一
次
冷
却
材
か
ら
、
放
射
能

を
含
む
約
７
㎥
の
水
が
漏
え
い
し
た
。

な
ぜ
、
こ
れ
だ
け
の
量
が
漏
れ
る
ま
で

確
認
で
き
な
か
っ
た
の
か
。
漏
水
箇
所

の
警
報
監
視
を
見
直
す
必
要
が
あ
る
の

で
は
な
い
か
。

問
2

　
　
　
　

漏
え
い
は
直
ち
に
検
出
で
き
て

お
り
、
警
報
発
信
後
、
現
場
へ
の
移
動
や

予
備
の
フ
ィ
ル
タ
へ
の
切
り
替
え
操
作
等

で
時
間
が
か
か
る
た
め
、
結
果
と
し
て
約

7
㎥
の
水
が
漏
え
い
し
た
が
、
建
屋
内
で

回
収
で
き
て
お
り
、
警
報
監
視
に
は
問
題

な
い
と
考
え
て
い
る
。

答
2

放
水
砲
に
よ
る
放
射
性
物
質
の

拡
散
抑
制
に
つ
い
て

(

関
西
電
力
㈱)

問
1

　
　
　
　

重
大
事
故
が
発
生
し
、
格
納
容

器
が
破
損
し
た
場
合
、
放
水
砲
に
よ
り
破

損
箇
所
へ
直
接
放
水
す
る
こ
と
で
大
気
中

へ
の
放
射
性
物
質
拡
散
が
抑
制
で
き
る
と

思
う
が
、
放
水
し
た
水
は
海
へ
漏
れ
出
る

の
で
は
な
い
か
。

　
　
　
　

放
水
砲
か
ら
の
水
は
、
排
水
溝

を
通
じ
て
海
に
流
れ
る
。
排
水
溝
に
は
、

放
射
性
物
質
の
吸
着
剤
で
あ
る
ゼ
オ
ラ
イ

ト
を
大
量
に
配
備
し
、
放
射
性
物
質
の
海
へ

の
漏
え
い
を
抑
制
す
る
。
ゼ
オ
ラ
イ
ト
を

通
り
抜
け
た
放
射
性
物
質
も
想
定
し
、
シ

ル
ト
フ
ェ
ン
ス
を
配
備
す
る
こ
と
で
外
海
ま

で
の
放
出
を
抑
制
で
き
る
と
考
え
て
い
る
。

答
1

対象者

　町内で飲食物の宅配またはテイクアウト等を行

う飲食店等を営む者

対象事業

　テイクアウト等に使用する使い捨てプラスチッ

ク製容器や包装、ストロー、マドラー、スプーン、

フォーク及びテーブルナイフをプラスチック以外

の素材 ( 木や紙等 ) やバイオマスプラスチック等

環境に配慮した素材でできた製品に切り替えた場

合の代替品購入費の一部を補助します。

補助金の額

対象経費の 1/2 以内 (100 円未満切り捨て )

上限：1 店舗につき 10 万円

　　　3 店舗以上お持ちの事業者は 30 万円

対象期間

令和 4 年 10 月 1 日～

　　　　　　　令和 5 年 3 月 31 日まで
※令和 4 年 9 月 30 日以前に購入したものは対象外

　町民の皆さんには、プラスチックごみを削減するため、このような地球にやさしい取り組みを行う飲食店

等を積極的に利用する等の応援をお願いします。

　また、マイバックやマイボトルを持参する等、プラスチックの使用を減らす取り組みにもご協力いただき

ますようお願いします。一人ひとりの心がけが最も重要です。私たちにできることから始めていきましょう。

　申請前に必ず町ホームページ等で本補助金の交付要綱を

確認してください。

　ご不明な点等は、町住民環境課にお問い合わせください。

補助事業名

美浜町プラスチック代替製品利用促進事業補助金

補助事業の概要

　町内飲食店等を対象に ｢ 使い捨てプラスチック

容器等 ｣ から ｢ 環境に配慮した素材の容器等 ｣ に

切り替える取り組みを支援します。

　この補助制度を活用して、プラスチックごみの

削減にご協力をお願いします。

その他

　補助金の交付を受けた事業者は、

本事業の趣旨に賛同いただき、協力

店ステッカーを店頭に掲示していた

だきます。 ↑ 協力店ステッカー
のイメージ

ごみスマートチャレンジ事業 ～プラごみ削減に向けて～

　プラスチックごみの削減に向け、町ではマイボトルやマイバック等の利用を呼び掛け、

使い捨てプラスチックの使用抑制を図っていますが、更なる対策として、新たにプラスチッ

ク代替製品購入に係る経費の一部を補助する制度を創設しました。


